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１ 低断熱住宅のリスク



寒い家に住んでいると生じる

さまざまな弊害

英国では寒い家には改善命令･･･基本的人権

（英国の室温基準：最低でも18度以上）

①暖房費がかかる ②健康被害 ③環境リスク



H29 住宅ストック約5,000万戸の断熱性能】

既存住宅の約70％が

無断熱または低断熱住宅
昭和55年基準以降の戸建住宅でも、断熱材が入っていない住宅がある

という事実

いまや既存住宅の
断熱性を考慮した
リフォーム工事は
不可欠です。



外皮面でもっとも外気の影響を受けるのは「窓」

ただし、窓だけを断熱改修しても、壁床天井が無断熱だと外気の寒
さ・暑さは常に室内に伝わってきます。
とくに床下は空気を通してあり冷気が常時流れているので、せっか
く窓断熱で暖まった部屋も、足下はしびれるような冷たさとなりか
ねません。



リビングなどの居室のみ断熱改修をした場合

ヒートショックは、浴室のみならず、洗面、玄関、
廊下など、室内のあらゆる場所で起こります。

リビングだけ暖かくすると、部屋を出たときに
ヒートショックを起こす可能性があります。

厚生労働省人口動態統計（令和3年）によると、高齢者の浴槽内
での不慮の溺死及び溺水の死亡者数は4,750人で、交通事故
死亡者数2,150人のおよそ2倍特に65歳以上の高齢者の死亡
事故が多く、毎年11月から4月にかけて多く発生。



２ 市場の動向



令和３年度 次世代省エネ建材 調査報告書



令和３年度 次世代省エネ建材 調査報告書

昭和49年～平成15年築の住宅が多い



令和３年度 次世代省エネ建材 調査報告書



令和３年度 次世代省エネ建材 調査報告書



令和３年度 次世代省エネ建材 調査報告書

報告書から読み取る消費者動向

①補助金については、消費者みずから調べた上で施工業者を

探している。

ただし外張断熱のような全体断熱は施工事業者からの提案

で実施する例が多い。

②部分断熱よりも全体断熱の方が満足度が高い。

③断熱リフォームの需要は多いが、きっかけが必要。

「補助金利用＆施工事業者からの提案とすすめ」が強力な後

押しとなる。



３ 断熱改修補助金制度



３月２０日～６月１６日 交付決定後に契約および着工可

４月７日スタート。事業者登録後、住宅登録すれば着工可

昨年度は５月公募スタート、交付決定後に契約および着工可

４月３日 公募スタート。交付決定後に契約および着工可



既存住宅における断熱リフォーム支援事業

承認済（登録完了）

https://www.heco-hojo.jp/danref/competition.html



三省連携事業は「住宅省エネ2023キャンペーン」
のポータルサイトで「事業者登録申請」が必要

https://jutaku-shoene2023.mlit.go.jp/



長期優良住宅化リフォーム支援事業
https://www.choki-r-shien.com/r5/index.html



次世代省エネ建材支援事業
https://sii.or.jp/meti_material05/



福岡県既存戸建て住宅断熱改修費補助金
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/dannetu-hojo.html



■ 各制度の「必須要件」で考える ■

省エネ改修



■長期優良住宅化リフォーム
省エネタイプＢ＝LDKとその他居室の開口部+高効率給湯器

■次世代省エネ建材 内張断熱
居室一室以上の壁ｏｒ天井ｏｒ床の外皮部分に、室内側から断熱パネルを設置

高効率
給湯器

・インスペクション
・耐震性・浴室ＵＢ
・床下防蟻工事等



窓交換を含む工事の場合は、お施主様の希望する「断熱グレードと予算」で制度を選択

■ 窓交換（枠ごと交換／カバー工法）で考える ■

◀ 「樹脂窓」が標準なので、価格が高い製
品のみが登録されている。ただし補助額
も高いので、実質の支払い額はこどもエ
コより低くなる（登録製品から選択。戸建ての
カバー工法はトリプルガラス）

◀ アルミサッシ窓が使えるが、時流には
そぐわない（製品の選択は登録制ではない）

◀ アルミ樹脂複合窓が使えるが、雨戸や
面格子等がついていない窓は「防災あわ
せガラス/防火窓」もしくは樹脂窓を選択

（登録製品から選択）

◀窓の選択肢が幅広い（登録製品から選択）

◀ アルミサッシ窓が使えるが、時流には
そぐわない（登録製品から選択）

日射熱取得率（窓0.59以下／ガラス0.73以下）に変更









内窓だけの場合は先進的窓リノベが圧倒的におすすめ

■ 内窓で考える ■
（大）×2、（中）×1、（小）×4を設置した場合の補助金額のシミュレーション

（LIXILインプラス引き違いLow-e複層ガラス高遮熱タイプ）

369,000円

166,000円

窓以外の工事を
しなくても申請
可能

100,000円

115,700円

246,000円その他の必須工事が必要

その他の必須工事が必要

その他の必須工事が必要



壁床天井断熱工事の場合は、①施工部位②施工範囲③全体予算」で制度を選択

■ 断熱材工事で考える ■

◀ 断熱材はグラスウールからボード系、吹き込
み系など幅広い。
ただし壁の熱抵抗値2.7以上なので、2×4や軽
量鉄骨住宅等、壁厚の少ない住宅は注意
（グラスウール厚100㎜以上必要）

◀ 製品は熱抵抗値を満たせばOKなのでグラス
ウールも安心して使える。高性能断熱材（ボー
ド系）は補助額が高い。

◀ 必須工事の「断熱ボード」施工は壁や天井を壊
すことなく施工可能。その他の断熱材はボード
系のみ。

◀ グラスウール使用可能で部分断熱も可能だが、
補助額が低い
（天井断熱材全体＝４０，０００円）
（天井断熱材部分＝２０，０００円）



その他工事が多い場合は三省連携か長期優良住宅化リフォームのいずれかが良いが、
外壁屋根工事や、在来浴室のＵＢ化、耐震改修等がある場合は「長期～」がおすすめ。

■ その他工事で考える ■

◀ 断熱工事メイン

◀ 断熱以外の水廻り設備交換はエコ住まいが
使いやすいが、補助額が低い

◀ 補助金対象工事が幅広く、劣化した外装の改
修や 耐震・断熱化・省エネ設備など、家全体
性能を上げる工事が想定されている。
※インスペクションをして家の状況を知りたい！
という方に最適

◀ 断熱工事メイン

例）高断熱浴槽 節水便器 キッチン対面化
・エコ住まい 27,000円 20,000円 89,000円
・長期優良 60,000円 29,000円 230,000円



４ 部分断熱／全体断熱



お施主様の希望＝部分断熱
①LDKと洗面所の窓に内窓／玄関ドアを断熱ドアに

②1階の床下に断熱材が入っていないので入れたい

③補助金を使いたい

④水回りは7年前に取り替えたので不要

水回りを扱わないので壁や床を剥がしてのリフォームは不向き

なため、三省連携事業1本で考える



希望工事内容＝部分断熱
①LDKと洗面所の窓に内窓／玄関ドアを断熱ドアに

②1階の床下に断熱材

三省連携 ・ドアが２、内窓が2なので「こどもエコ住まいで64,000円+

窓リノベＡグレードで99,000円」＝合計163,000円

・床断熱材はこどもエコすまい部分断熱で69,000円

補助金額 232,000円（内窓がＳグレードならプラス21,000円）



施工事例

既存床材を解体せずに床下から断熱材を施工



①全窓をアルミ樹脂複合窓のLow-e複層ガラスガス入りに交換

②壁床天井に断熱材施工 ③水回り交換

次世代省エネ建材内張断熱 + こどもエコ住まい支援事業（水回りのみ）

・窓交換はほとんどが「雨戸付・面格子付」なので次世代省エネ建材が最適

・床材を張り替えるので床解体後にボード系。天井は室内側から断熱パネル施工

・壁断熱材はグラスウールにして補助金申請なし 次世代補助金額 約180万円

希望工事内容＝全体断熱



施工事例 天井
次世代エネ建材で壁に断熱パネルを

施工するのが困難な場合は、天井の

外皮面に室内側から施工すれば必須

要件を満たします。

天井の外皮面



施工事例 床

間取り変更やフルリノベ等で床を剥ぐ

場合は、室内側から根太や大引間に

ボード系の断熱材を入れられるので、

床下にもぐる工事に比べると手間が

かかりません。

床の外皮面



■ 断熱材は、厚みに注意 ■

ボード系断熱材だと厚みが薄くなる

床のＲ値 2.2以上 を満たすためには、熱伝導
率0.02の断熱材で45ミリを使えばＯＫ！

【例3】ボード系断熱材（熱伝導率：0.02W/mK）
厚さ45mm（0.045m）

0.045 ÷ 0.02 =熱抵抗値 2.25（㎡K/W）

熱抵抗値（Ｒ値）＝ [厚さ] ÷ [熱伝導率]

厚さの単位は（m）、熱伝導率の単位は（W/mK）、熱抵抗値の単位
は（㎡K/W）。

【例1】グラスウール断熱材16K（熱伝導率：0.045W/mK）
厚さ100mm（0.1m）

0.1 ÷ 0.045 =熱抵抗値 2.222（㎡K/W）

【例2】グラスウール断熱材24K（熱伝導率：0.034W/mK）
厚さ100mm（0.1m）

0.1 ÷ 0.034 =熱抵抗値 2.941（㎡K/W）

【例3】グラスウール断熱材24K（熱伝導率：0.034W/mK）
厚さ150mm（0.15m）

0.15 ÷ 0.034 =熱抵抗値 4.411（㎡K/W）



外張断熱
次世代エネ建材では、外張り断熱に300万円の補助金が出ます。統計を見

ても、近年外張り断熱工事が増えてきています。

・総二階の家

・平屋

などは、外張り断熱工事がしやすいので、トライしてみたいですね。

○ △

総二階でなくても、「屋根葺替え工事」と同時

工事なら、外張断熱を検討してもいいかも。



５ 補助金申請例



2023年次世代省エネ建材（内張断熱）

※交付申請審査待ち中

40



2019年：長期優良住宅化リフォーム 2023年：先進的窓りノベ

41



2021年：長期優良住宅化リフォーム 100万円

42



2022年：福岡県既存戸建て住宅断熱改修費補助金+こどもエコ住まい

43



2020年：長期優良住宅化リフォーム

2021年：次世代省エネ建材（内張断熱）

44



先進的窓リノベはすでに多くの方々の認知を得ているよ

うで、内窓は生産が追いつかないなど、昨年のこどもみら

い住宅支援事業のように年度途中で予算がなくなってし

まう可能性は充分に考えられます。

その時期に申請可能な制度を利用しながら、満足度の高

い断熱改修をご計画ください。


	スライド 1: 断熱リフォーム 　　令和５年度助成金制度
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45

